
船舶事故等調査報告書 

平成２２年１月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９長第１１３号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２１年８月２３日（日） ０９時５０分ごろ 

発生場所 佐賀県松浦市 伊万里港福島灯標から真方位１１９°２,４２０ｍ付近 

（概位 北緯３３°２０.９６′ 東経１２９°５０.８０′） 

事故等調査の経過  平成２１年９月１５日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 水上オートバイ MK
ｴﾑｹｲ

、２.４５ｍ(Lr) 

   ２７０－４２３９１福岡、個人所有 

Ｂ 水上オートバイ Michael
ミッシェル

、２.６６ｍ(Lr) 

   ２７０－４５７２８佐賀、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士 

Ｂ 船長、特殊小型船舶操縦士 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 負傷 １人（Ｂ船長） 

 損傷 Ａ 船首先端部にＦＲＰ剥離を伴う擦過傷 

Ｂ 右舷船首部にＦＲＰ剥離を伴う擦過傷 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａほか１人が同乗し、伊万里港福田地区のレジャーボート

用船揚場（以下「ゲレンデ」という。）を出て、遊走したのちにゲレンデに

帰るため福田防波堤北端付近から南東進中、Ｂ船は、船長Ｂが乗船し、遊

走したのちにゲレンデに帰るため南進中、平成２１年８月２３日０９時５

０分ごろ、伊万里港において、Ａ船の船首先端部とＢ船の右舷船首部とが

衝突した。 

 衝突の結果、船長Ｂが落水したときにハンドルで胸部を打って右肋骨を

骨折したが、Ａ船の乗船者は、落水することもなく、負傷もなかった。両

船に損傷が生じた。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 なし、視界 良好 

海象：海面 平穏 

 その他の事項  船長Ａは、ゲレンデの空いているところを探しており、ゲレンデから出

航する船がいないか気になっていた。 

 Ａ船は、本事故発生直前、ゲレンデの空いているところを発見し、そこ

へ向けようとしていた。 

 船長Ｂは、自船以外に航走している船はいないと思っていた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

 Ａ船が、適切な見張りを行っていなかったため、

左舷方から接近するＢ船に気付かず、衝突を避ける

ための措置をとらなかったものと考えられる。 



 Ｂ船が、適切な見張りを行っていなかったため、

右舷方から接近するＡ船に気付かず、衝突を避ける

ための措置をとらなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、伊万里港において、Ａ船が南東進中、Ｂ船が南進中、いずれ

も適切な見張りを行っていなかったため、互いの存在に気付かずに航行し、

両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 




